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ウ シ ガ ェ ル の 第 三 脳室壁 に 存在す る ア セ チ ル 末梢自律神経系の カ テ コ ラ ミン 螢光とコ リン

コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ 陽性細 胞と モ ノ ア ミ ン 含 エ ス テ ラ
ーゼ活陸の貭孅 察法

有細胞 の分布に っ い て
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ウ シ ガ エ ル の 第 三 脳室壁 に は，脳脊髄 液 〔C　Catecholamine （CA）とAcety ！−

SF ）と接触す る 多 くの ．ヒ衣下細胞 が 存在す　 cholinesterase （ChE ）活性の同時

る こ とが 知 られて い る。
こ れら⊂SF接触細胞 観察法につ いて ， 若干の 報告があるが，

　 GA
の うち，視東 前陥凹器 官 （PRO ），室傍器官 検出申の ChE 活性の 低下とGhE活性検出中

（PVO ）お よ び視床下部 1血管嚢器 官 （HWO ） の C蠑 光の減弱のため ， 両者を鮮明に検出

に存在 す る も の は ，モ ノ ア ミ ン を含 有 して い するこ とは ， きわめて 困難で ある。 そこ で
，

る こ とが 多くの研究者 に よ っ て 報告さ れ て い 先に報告した加熱不要の FGS 法で GAを検出
る。 今回，われ わ れ は ウ シ ガ エ ル の 間脳で，　し ， それに GhE 活性検出法 （Karnovsky
Karn。vsky ＆ Roots　C　1964 ）の 方法 に よ り　ら 1964）を重ねることを企て ， 種々 の検討
ア セ チ ル コ リン エ ス テ ラ幽冖ゼ （ACh − E）反応　を試みた結果， 両者の鮮明な同時観察が可能
を行 い ，ACh …

諏 応陽性細胞の第三 脳室壁で にな つ たので ， その 方法を報告する。

の 局在を モ ノ ア ミ ン の 蛍光組織化学所見 と対　　1）FGS 法に より凍結切片を作製後，
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